
トンネル内の結露シミュレーション 

●トンネル内の結露水による交通事故 

トンネル内の換気が機能していない場合、内部が高湿環境となり、トンネル表面に結露水が発生

しやすくなります。 

この結露水が路面に流れ込むと、水だまりが出来てしまい、自動車用トンネルであれば、スリッ

プ事故の原因となります。またフロントドアに結露が発生した場合は視界不良による事故の発生も

懸念されます。他にも寒冷地であれば凍結によるスリップ事故や氷柱の発生、落下による事故も考

えられます。 

 

●模型トンネルでのシミュレーション 

結露対策のためにはトンネル内部の湿度分布を把握し、適切な温度調整システムや除湿システム

の設置を行う必要があります。 

トンネルの入り口、出口付近とトンネル中央部付近では外気環境(温度、湿度)の影響度が異なる

ため湿度分布が大きくなりますが、こうした特性を把握するために模型トンネルを使用したシミュ

レーションを実施します。模型トンネルを設置した BOX 内に実際の環境に近い温湿度を供給し、結

露条件を再現することが可能です。 

 

●SRG 設置例 

 SRG では発生方式に分流法を採用しており、

低湿域から高湿域まで各湿度領域の湿度を

供給することができます。温度範囲も 5～

40℃まで対応可能です。右図のように SRG よ

り調湿空気をBOX内に供給し試験環境を調湿

します。 

 

●SRG シリーズ仕様 

湿度発生方式：分流式 

湿度発生範囲：０～１００％RH 

温度設定範囲：＋５～＋４０℃ 

湿度再現性：±１％RH 

流量計：ローターメータ/マスフロー・コントローラー 

発生流量：１ or １０ or ２０L/min (いずれかを選択) 

 

Application Note 
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